
次の日が雨じゃない限り田んぼは毎日朝夕回る。少なくとも一週間に一度

は隣の田んぼと水位を比べよう。ちなみにネズミが穴を空けてる場合が

あったり、落口升の横がもろかったりもするので注意。

米づくりは苗づくりが７割だけど、残りの３割は水管理と言っても良い。苗

で失敗しても、水管理で挽回できる。それくらい大事。

苗作りでムレ苗になっても、植えてからの水管理次第で挽回できる。

大区画では、コストを考えると

自動給水栓が非常に有効。絶対

に省力化につながる。これから

基盤整備を考えている人はぜひ

導入してほしい。値段は12万円/田１枚く
らい。

水温が下がる夕方～早朝にかけて給水し、

明け方に自動で止水できる。止水のための

巡回が省けるし、昼間の冷水かけ流しによ

る稲の負担が減らせて生育にも良い。

「水管理は100日の戦い」という言葉がある。これは米作りにとって大切
な言葉。100日間は真剣にやらないと美味しいお米はできない。
水管理次第で１等米にもなるし、３等米にもなる。

ここで干せると収穫の時に土壌乾燥が早くなる。排水不良田だけでも

やった方が生育ムラがなくなって収穫作業の効率が良い。できない時は

水温を確保しよう。

育苗時のエコロング施用で、初期分げつをしっかりと確保できるように

なった。有効分げつ数を確保できたので、6/28から7/4までしっかり中干
しできた。

営農技術

情報の例

栗沢町大型水田における用水路および

本田水田と気温・日射量の日変化（北

農試 1982年7 月13～14日）

６月上旬から７月上旬の低温・日照不足により地温が上がらず分げつが抑制され

ました。初期の茎数が確保出来ず（7月1日現在平年比84％)、７月下旬の高温・多
照により遅発分げつが多くなりました。

この時期の平成30年度の気象と生育を振り返って

水管理・分げつ促進５月下旬～６月

水管理は、１枚１枚の田んぼのクセをつかもう。田んぼによって意外と減

り方が違う。しっかりした稲を育てる人は水管理ができている。水管理を

任されたら一人前だ。

「水管理」はこまめに！「見ず管理」は絶対ダメ。

私はこうしてる！

用水路温と本田水温

の温度差が小さい時

間帯に入水するのが

基本！

基本こそ大切！

やって良かった！

やって良かった！

自動給水栓の写真
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散布は適切なタイミングに！除草効果もきちんと発現させるべし

●草剤を散布した後、落水してしまい成分が
流出した。

●浅水状態で散布し、成分が十分に拡散しな
かった。

●散布後に土壌表面が露出したり、極浅水と
なり、成分が風化や紫外線で分解した。

●散布時の雑草の葉令が大きく、除草剤の使
用時期を逸していた。

●抵抗性雑草や難防除雑草に効果が劣る剤を
散布していた。

●散布時に藻類、表土剥離が多発していて、
成分が十分に拡散しなかった。

●除草剤散布後の低温、日照不足で、雑草の
出芽が遅れ、除草剤の効果が切れた。

無代かき栽培で田植同時処理を行

うと、どうしても何年かに１度、
薬害が出てしまう。これは薬剤が

土中に浸透し、稲の根に触れやすいから。
来年は、田植同時処理を止めて、稲が活着

してからドローンで一発剤を散布してみる。

ドローンに

よる除草剤

散布の様子

平成30年
当別町

豆つぶ

剤散布

省力化の時代。

フロアブル、豆

つぶ等、少量で

拡散して効くタ

イプが主流！

営農技術

情報の例

田んぼの状況によって、剤型を使い分けること

もある。普通の田んぼはフロアブルでも、水持

ちが悪かったり土壌表面が露出しやすい田んぼ

は粒剤を使う。

散布後の止水中に水が減っ

ても慌てず、成分の処理層

を壊さないようにゆっくり

水を入れれば大丈夫！ただ

し、水が溢れないよう注意。

水稲用除草剤の効果発現 ～ＡＢ混合剤、湛水処理の例～

散布すると

Ａ成分は
水中に浮遊

Ｂ成分は
土壌表面に
吸着

×
× ×

Ａ成分を吸

収して枯死

出芽した時
にＢ成分の
処理層に
触れて枯死

５月下旬は、好天のためイネ科雑草の発生が早く、発生も揃ったため除草剤の効

果は高まりました。しかし、６月上旬からの低温・日照不足により地温が上がらず

広葉雑草がだらだら発生となり、除草剤の残効切れによる残草が散見されました。

この時期の平成30年度の気象と生育を振り返って

除草６月

湛水処理する場合は、しっ

かり深めに水を張ってから

散布しよう。

【普及センターから補足】基本こそ大切！

散布タイミングを逃さない！分からない

時は普及センターに聞こう。初期剤はわ

りと早く効果が切れるので、その後の中

期剤を早めに使う。

基本こそ大切！

やって良かった！私はこうしてる！

こんな方法も･･･

噴霧器のフロアブルノ

ズルの圧力が高すぎて

霧状に・・・薬害が出

てしまった。反省。

失敗した・・・

除草剤の使用方法は剤によって異なる。
・水を張った状態で使用する「湛水処理」
・水を落として使用する「落水処理」
・落水後に入水と同時に使用する「水口処理」
・希釈してスプレーヤで散布する「茎葉処理」
・田植しながら使用する「田植同時処理」

「田植同時処理」は風の影響を受けて

散布範囲が偏りがちになるので注意！

【 普及センターから解説 】
～ 除草効果が劣る原因の例 ～

砂地と無代かきは、低温時に

薬害が出やすいので注意。

知っておこう！
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